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CEFRが世界に及ぼすインパクト
ケンブリッジ英語検定は、CEFRとともに開発され、CEFRに
マッピングされていると主張できる唯一の英語4技能試験
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ケンブリッジと日本の英語入試改革
～問題イメージ作成を受託～

 平成27年度（2015）、平成28年度（2016）
「高等学校基礎学力テスト（仮称）」の問題の
作成に関する調査研究事業（英語）、企画競争
入札を経て文部科学省より受託。
➡短い納期も、アイテムバンキングにより対応

 平成27年度「大学入学希望者学力評価テスト
（仮称）」の英語の問題イメージ等の作成に関す
る調査研究委託事業 大学入試センターより受託。
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https://www.cambridgeenglish.org/jp/research-and-validation/


民間英語資格・検定試験
の活用の在り方

ＣＥＦＲ対照表の活用の在り方

 ケンブリッジ英語検定、
リンガスキル、IELTSは作問
機関のケンブリッジが対照
表を作成。

 CEFRの他、Cambridge 
Englishスケールで80-230の
1点刻みで表示
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2019年4月発行
学習指導要領、大
学入試センター試
験の英語との関係
に関する研究成果
をResearch Notes 
73号で発表

※当レポートの要旨は大修館書店『英語教育』2019年 5月号P74-75に掲載されています。

https://www.cambridgeenglish.org/Images/537871-research-notes-73.pdf
https://www.cambridgeenglish.org/Images/537871-research-notes-73.pdf


ケンブリッジ英語検定
の妥当性と信頼性

A2 Key とB1 Preliminaryの例（2018）
「国内受検者（高校生）の成績結果スコア分布」

作成：ケンブリッジ大学英語検定機構 日本統括

データ資料

5



ケンブリッジ英語検定
の妥当性と信頼性

「国内受検者（高校生）の成績結果スコア分布」Linguaskill

(82-180+)

作成：ケンブリッジ大学英語検定機構 日本統括6

データ資料

4技能CBT Linguaskill リンガスキルの例（2018-2019）



ケンブリッジ英語検定
受検者の成績国際比較
Grade statisticsより
https://www.cambridgeenglish.org/research-and-validation/quality-and-accountability/grade-statistics/
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ケンブリッジ英語検定
受検者の成績国際比較

日本の13-18歳 4技能別スコア
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センター試験（2020）vs ケンブリッジ英語検定

試験名 試験時間
(approx)

総語数
(words)

words per minute (wpm) *

minimum average maximum

2020 大学入試センター試験
（2020 National Centre Exam）

30 min. 1,151 100.0 130.1 147.6

2021共通テスト予想
(2018年11月 試行調査)

30 min. 1,431 116.0 136.1 229.8

B1 Preliminary for Schools 30 min. 1,958 144.0 185.0 231.6
A2 Key for Schools 30 min. 1,077 115.4 131.7 169.4

ヤングラーナーズ対象 ケンブリッジ英語検定
A2 Flyers （フライヤーズ）

25 min. 1,399 ** 119.6 137.4 158.5

A1 Movers（ムーバーズ） 25 min. 1,048 65.1 *** 118.7 148.5 
Pre A1 Starters （スターターズ） 20 min. 657 80.6 105.7 127.7
* wpm: words per minute（1分当たりの読み上げ語数）
** A2 FlyersはA2 Keyに比べ、設問数および音声数が多く(つまり短い読み上げが多い)、読み上げ総語数
に違いが生じています。
*** 名前のスペル読み上げがあるため。電話番号などの場合も同様。

作成：ケンブリッジ大学英語検定機構 日本統括9

リスニング問題
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イタリア：英語外部試験を大学入試（英語）に長年活用

認定を受けている英語の外部試験が複数存在する、海外大学
へは全体の1－2％進学という背景は、日本のそれとよく似て
いる。導入時は外部試験の導入反対もあったが、紆余曲折を
経て10数年続いている。ケンブリッジでは10年経過したと
いうことで、2013年にインパクトスタディを実施・発表。

大学進学に必要なレベルはB1レベル、（医学部はB2以上が
望ましい）など、レベル感が定着。

フランス：教育省が中等教育修了時に英語力認定証を付与
する機関としてケンブリッジを任命

ケンブリッジがテストを開発し、採点する教師のための研修
を提供する機関として、公開入札を経て決定。
ケンブリッジ英語検定のうち、B2 First（ファースト）のレ
ベルで、かつ同テストのアプローチに沿ったテストが2019
年2月から実施、2021年までに、フランスの学校で普通科お
よび技術科で勉強する12万人以上の生徒が毎年受検すること
になると予想されている。ケンブリッジの認定証ではなく、
フランス政府の認定証が発行される。

エストニア：C1相当の生徒のケンブリッジ英語検定受検
料を2019秋から政府援助で無償化へ

高校卒業時受験する英語テストのレベルは、CEFRのB2レベ
ル相当。高水準の英語力に達した高校生には、ケンブリッジ
英語検定のC1 Advancedの受験を国が奨励。現在、数百人の
高校生がケンブリッジ英語検定のC1 Advancedを受験してい
るが、高額な受験料を支払うことができない家庭の生徒に同
じ機会を与えるため、C1 Advanced受験料を政府が支援、
無料受験を実現。

中国：中国版CEFR完成、カリキュラム、外部試験、大学
入試にも関連付け

2016年より、中英両国国家レベルで英語能力基準に関する
協議を開始。中国英語能力等級量表（CSE）を2018年4月発
表。（初級・中級・高級の9レベルによる言語使用者レベル
の枠組み）

2019年1月、CSEと外部試験（IELTS等）との関連付けの研
究を中国教育部試験センターとBC＆ケンブリッジと共同展
開、その成果発表。（出所：「人民網日本語版」2019年1月
16日オンラインニュース）

2019年12月、中国教育部試験センターがETSと2年間の共同
調査の末、TOEFL iBTとの関連付けを発表。（出所：THE
PIE News 2019年12月13日オンラインニュース）

個別入試への国の支援の在り方
多様なアプローチ、共通するのは高校卒業時に世界に
証明できる英語力資格が手元に残ること
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https://www.cambridgeenglish.org/Images/329230-studies-in-language-testing-volume-24.pdf
https://www.cambridgeenglish.org/jp/news/view/french%20education%20ministry%20appoints%20cambridge/
https://www.cambridgeenglish.org/jp/news/view/estonia-adopts-ceq-for-high-school-students-j/


民間英語資格・検定試験の活用の在り方
大学・受験生にとっての利便性

 ケンブリッジ英語検定のCertificate（認定証）は生涯有効

「2年以上経っていても英語力の証明として有効なのか」
• 「ケンブリッジ英語検定の認定証は、特定の日に、受検者が特定のレベルの言語スキル

を達成したことを示すもの。言語能力は時間の経過とともに低下する可能性
「Language Attrition(言語退化)」あり

• 古い認定証を受け入れるかどうかの決定は、その要件に応じて個々の機関に任されてい
る。従って、ケンブリッジ英語検定の認定証に有効期限はないが、すべての語学学習者
は、取得後もさらにスキルを練習し続けていることが重要。」

・コロナ禍の特別措置として2年以上前の認定証の活用を許容することも選択肢の一つとして
あっても良いのではないか。

・その後、どのように日々練習をして英語力の維持、向上に努めているのか、併せて出願
フォームで申告させる。現在、受験したくてもできない受験生を支援する意味では一つの方法
ではないかと考える。
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ケンブリッジ英語検定の認定証に対する考え方



民間英語資格・検定試験の活用の在り方
経済的・地理的事情への配慮
～テクノロジーが可能にする受験～

リンガスキル：公開会場や自校開催に加え、
遠隔試験監督システム導入により自宅受験可能
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クランフィールド大学
英国
モナッシュ大学
クイーンズランド大学
豪州
ノッティンガム大学寧波
中国英語教育センター
（UNNC）
遠隔試験監督システム付
の試験を入試活用中

*現在、英国2営業日以内。スピーキングがハイブ
リッド採点からAI採点へと移行すれば48時間以内

現在 ➡ 将来
会場型から個別型へ



さいごに
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• 国際基準によるベンチマーキングテスト実施後、学習者・
指導者、アセスメント、カリキュラムや教材について調査

• 試験の作問やコンサルティングサービス、CEFRに基づく英語問題の作成トレーニン
グ、ワークショップの提供

• 10-15年のスパンで、日本の共通テスト用アイテムバンクを「英語」から着手してみ
る。いきなりではなく、パイロットを経て構築を

• 国の将来を考えれば英語力の底上げとともに、努力している生徒を支援する仕組み、
大学入学希望者だけではなく、高校卒業時に世界基準の英語力を証明できる仕組み
も必要ではないか。

☞ 国家公務員の外部試験の基準の見直し

• 大学入試室は、成績確認作業には安全でペーパーレスな対応を
（「大学入試英語成績提供システム」同様のサービスを登録料、使用料無料で提供中）

■ 国が開発する場合
作問のプロセス

■ 世界基準の英語力を証明する外部試験の活用も必要

■ オンライン成績確認サービスへの登録のお願い



大学が受験者の成績をケンブリッジのデータべース
から直接確認できる無料サービス

受験者用
成績確認画面

オンライン成績確認
サービスで

大学が受け取る情報

196

B

“Send my result” 大学による事前登録が必要。
システム登録・使用料は無料
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スライド13 参考資料

※受験者の生年月日と参照番号からも試験結果にアクセス可能

CEFR（総合評価） Cambridge Englishスケールスコア

出来栄えのグレード：例）Pass at Grade B

スキル別 Cambridge Englishスケールスコア



ご清聴ありがとうございました

以下ご用意した5枚のスライドは参考資料です。
時間の制約で説明できませんことお詫び申し上げます。
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受検上の配慮に関する考え方 • 視覚：目のご不自由な受検者の方へ
• 聴覚・言語：耳のご不自由な受検者・発

話に困難を伴う受検者の方へ
• 学習に特異的な困難を示す受検者の方へ

https://www.cambridgeenglish.org/jp/help/special-requirements/

 グローバル基準に沿ってご案内
 受検者が英語力を試験で示すことができるよう配慮
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民間英語資格・検定試験の活用の在り方
いわゆる利益相反に関する懸念

資格試験監査機関Ofqualによる規制 I
Office of Qualifications and Examinations Regulation
https://www.gov.uk/government/organisations/ofqual/about

• 問題漏えい含め、不正に関する問題は、イングランドの公式な政府の法定規制当局Ofqual
（Office of Qualifications and Examinations Regulation）による厳しい規制あり。 Ofqualは特
定の省庁に属さず、議会（Parliament）に直接報告する政府機関

• Ofqualは試験団体に対し、試験対策教材、対策講座等が、受検者にとって「unfair advantage（不
公平な優位性）」を生じないよう、それを回避するための手続きを有しているかどうかをチェッ
クする。違反があれば、関係する機関に対して深刻な影響を及ぼす可能性あり

• 弊機関は、英国に限らず世界中のすべての試験実施においてOfqualの規制を完全に遵守しており、
試験問題漏えいのリスクを管理するための広範囲な手順を有している。

【ご参考】“Rules and guidance for all awarding organisations and all regulated qualifications”

すべての資格授与機関およびすべての規制対象資格に関する規則およびガイダンス

https://www.gov.uk/guidance/ofqual-handbook 構成：ハンドブックの使い方、セクションA～I

例）セクションA: ガバナンス：利益相反、リスク、インシデントや不正行為の管理等、資格授与機関のガバナンスに関する
規則

17

https://www.gov.uk/government/organisations/ofqual/about
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• ケンブリッジ大学英語検定機構は、イングランドに
おける外部資格検定試験を監督する政府の法定規制
機関Ofqual （資格試験監査機関：the Office of 
Qualifications and Examinations Regulation） によ
り資格授与機関として認定

• ウェールズ（Qualifications Wales）と北アイルラン
ド（Council for the Curriculum, Examinations & 
Assessment, or CCEA）の法定規制当局との相互協
議により、同様に認定

• ケンブリッジ大学英語検定機構は、Ofqualにより17
年以上にわたって認定。Ofqualは2010年4月1日に
設立された組織だが、前身は2002年11月1日に発足
したQCA（Qualifications and Curriculum 
Authority：資格カリキュラム局）の規則の下で、監
督・監査を実施

• ケンブリッジ大学英語検定機構は、Ofqual認定番号
RN5185
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Ofqualによる規制 II
Ofqualとケンブリッジ大学英語検定機構



出題形式(タスク）のご紹介
ペア型対面式スピーキングテスト 例 （A2 Key for Schools)

内容 （例題） 所要時間 ８～10分間
パート１(3-4分）
導入段階 (Introductory  Phase)
やり取りや社交的な言語表現。受検者自身に関する事
実情報を伝えて、日常生活・興味・好きなものなどに
ついての試験官の質問に答える。そのあとで、ʼTell
me something about …ʼ「…について話してくださ
い」という長めの質問に答える。

パート２（5－6分）
協力タスク (Collaborative Task)
意見を比較し、説明し、表現する。あるトピックに関
するイラストを使って受検者同士でディスカッション
をする。（受検者間のやり取り）
例）holidays（休日）その後、同じトピックについて、
試験官によるフォローアップのディスカッションを行
う （試験官と受検者間のやり取り）

Speaking (話す)

Speaking (話すこと、発表)

Speaking (話すこと、やり取り)
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ビジネスパーソン、
大学生向け

CAT
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